






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































弱者救済志向 ◎ ◎ ◎
理論性（教義） ◎ △ ○
連 帯 性 ◎ △ ◎
変 革 性 ◎ △ ○
反 欧 米 ◎ △ ◎
悪 の 正 当 化 ◎ △ ○
法 的 側 面 ○ ◎ △
個 別 性 △ ○ △
即 応 性 △ ○ △
非 暴 力 性 × ◎ △
普 遍 性 △ ◎ △
めの連帯すら図りにくく，大きな変革のための原動力としては弱いといえる。
それに比べて，スターリン主義は，反資本主義や反ブルジョア，反ファシズ
ム，そして反革命という目的により，革命的暴力が肯定され，法的手続きが
軽視されることが繰り返され，理論的な「正しさ」と弱者救済志向の「正義」
が結びつき，悪の正当化を容易にする。
革命的暴力が批判され，悪の事実が正当化されづらくなり，法的な手続き
が重視されるような時代になっていくと，人権が弱者救済の思想を担うこと
になる。しかし，人権は，理論性，連帯性，変革性でスターリン主義には劣
るので，理念として宗教が頼られ，さらに反欧米の流れも加わり，再び暴力
的な変革が求められている。マルクス主義に関連したスターリン主義の重要
性は減少したとはいえ，宗教的理想についてはいうまでもなく，人権の理想
についても，それを暴力的に押し付ける場合にも，スターリン主義と同様の
欠点が認められる。
人権が社会の変革力となるためには，弱者救済に失敗したスターリン主義
のメカニズムについての徹底した考察に加え，連帯性を深めるためにヒュー
マニズムの復権と理論の確立が不可欠である。そのためにも，人権における
普遍性，さらには政治，経済，社会，文化などあらゆる場面で抑圧されてい
る人びとに緊急に対応しうる即応性を広く共有していくことが求められる。
（1） ジュゼッペ・ボッファ（坂井信義訳）『スターリン主義とはなにか』大月書
店,1983年，2425ページ。
（2）「ソヴェト的解釈」「連続性の理論」「ロシアの報復」「全体主義論」「発展の
革命」「テルミドール論」「「国家主義」の優位」「工業専制主義」「その他の重
要な寄与」などの章がある。
（3） 前掲『スターリン主義とはなにか』17ページ。
（4） ナチズムの場合は，その理念の正当性に対する支持は，スターリン主義に比
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《注》
べれば時間的にも空間的にもはるかに少なかった。
（5） エンツォ・トラヴェルソ（柱本元彦訳）『全体主義』平凡社，2010年，187
ページ，前掲『スターリン主義とはなにか』99ページ。
（6） 拙稿「転向論」『政經論叢』明治大学政治経済研究所，第82巻，第5・6号，
2014年3月参照。
（7） 吉本隆明はスターリニズムを考察するにあたり，「スターリニズムに耐ええ
なかったものは，アナキズム，またはアナルコ・サンジカリズムをめぐり，ファ
シズムに循環する。そして，ファシズムはふたたびスターリニズムに円環する。
この閉じられた円環をうごかすものは，情況そのものの可変性にほかならない」
と転向の軌跡について述べたうえで，徹底した考察の必要性を訴えた（吉本隆
明「丸山真男論」（同『柳田国男論・丸山真男論』筑摩書房，ちくま学芸文庫，
2001年所収）318ページ）。
（8） ツヴェタン・トドロフ（大谷尚文訳）『民主主義の内なる敵』みすず書房，
2016年，120ページ。
（9） 同上，63ページ。
（10） スチュアート・ヒューズ（荒川幾男，生松敬三訳）『ふさがれた道：失意の
時代のフランス社会思想19301960』みすず書房，1970年，159ページ。
（11） 同上，160ページ。
（12） フランシス・ジャンソンほか（佐藤朔訳）『革命か反抗か：カミュ・サルト
ル論争』新潮社，1953年，8082ページ。
（13） ヴィクトル・クラフチェンコ（井村亮之介訳）『私は自由を選んだ』上，下，
ダヴィッド社，1949年参照。
（14） 淡徳三郎編訳『クラヴチェンコ事件の全貌』中央公論社，1949年，『中央公
論』第64巻第10号別冊付録参照。
（15） 大杉栄『ロシア革命論』大杉栄全集第7巻，現代思潮社，1963年，3ページ
（初出『無政府主義者の見たロシア革命』序，叢文閣，1922年，2ページ）。
（16） 同上，49ページ（初出「クロポトキンを想う ボルシェヴィキ革命の真相」
『改造』第4巻第7号，1922年7月）。
（17） 同上，25ページ（初出「ソヴィエト政府，無政府主義者を銃殺す」『労働運
動』3次4号1922年4月）。
（18） アレクサンドル・ソルジェニーツィン（木村浩訳）『収容所群島』新潮社
（文庫版），第1巻，第2巻，1975年。
（19） ソルジェニーツィンは『収容所群島』の序で，その執筆の状況を次のように
描いている。
「この書物を創るのはひとりの人間の手にあまることであった。私が自分の
政経論叢 第86巻第5・6号
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目と耳を働かせ，自分の皮膚と記憶に焼きつけて，群島から持ち出せるだ
け持ち出したもののほかに，総計227人に及ぶ人びとが，その物語や回想や手
紙の形で，この書物の資料となるものを，提供してくれたのである。私はそれ
らの人びとに対して，ここで私個人の謝意を表することはしない。それはこの
書物が迫害され責め殺されたすべての人びとのためにわれわれが一致協力して
うち建てた鎮魂の碑であるからである。私はこれらの協力者のなかでも，特に，
現在図書館にある蔵書や，とうの昔に絶版や解版され，その一冊でも捜し出す
のに大きな忍耐を要した書物の中から，この著述に文献的裏付けとなるものを
与えるべく私のために労苦を惜しまれなかった人びと（中略）の名を改めて特
記したい気持ちでいっぱいである。しかしながら，私がそれらの人びとの名を
あえて公表する時機はまだ訪れていない」。前掲『収容所群島』第1巻，1975
年，8ページ。（改行省略）
（20） クルイレンコの著作は，日本でもソ連社会主義法の紹介として，1930年代
に『ザヴェート権力の刑事政策』（プロレタリア科学研究所法及び国家理論研
究会訳，希望閣,1930年）や『ソヴェト法並に国家の哲学的基礎』（大竹博吉
訳，ロシア問題研究所，1929年）が翻訳紹介されている。
（21） 大竹博吉「訳者序」（大竹博吉訳編）『反革命運動：ソヴェト裁判記録』，ロ
シア問題研究所編集『ロシア大革命史』，第8巻，平凡社,1932年，1213ペー
ジ。
（22） 同上，14ページ。
（23） 同上，31ページ。
（24） 同上，47ページ。
（25） 久保田栄吉（本名：寺田二三郎）は，この事件に関連して，自らが収監され
ていたブティルカ監獄に「名ある名僧が430名余程」が投獄されてきた様子を
描いている（久保田栄吉『赤露二年の獄中生活』矢口書店，1926年，184185
ページ）。
（26） 前掲『収容所群島』第2巻，34ページ。
（27） 前掲『反革命運動』，233ページ。
（28） 同上，237ページ。
（29） 同上，311312ページ。
（30） 同上，312ページ。
（31） 前掲『収容所群島』第2巻，63ページ。
（32） 同上，97ページ。
（33） 同上，87ページ。
（34） 同上，第3巻，1976年，3295ページ。
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（35） 内田義雄『聖地ソロフキの悲劇：ラーゲリの知られざる歴史をたどる』日本
放送出版協会,2001年参照。
（36） ヨハネス・ラウレス『ロシアに於ける共産主義と其実相』カトリツク思想・
科学研究所，1932年，3842ページ。
（37） 同上，50ページ。
（38） 同上，5758ページ。
（39） 同上，6768ページ。
（40） アンドレ・ジイド（小松清訳）『ソヴエト旅行記［改訂版］』岩波書店（岩波
文庫），1937年，1819ページ。
（41） エドガール・モラン（田中正人訳）『ソ連の本質：全体主義的複合体と新た
な帝国』法政大学出版局，1986年，9092ページ。
（42） 前掲『ロシア革命論』61ページ（初出「独裁と革命：無政府主義革命につ
いての一問答」『労働運動』三次8号，1922年10月）。
（43） 同上，62ページ。
（44） 同上，74ページ，（初出『労働運動』三次7号，1922年9月）。
（45） 山川菊栄『黎明期のロシア』1923年，総文館，240241ページ。
（46） 同上，242ページ。
（47） エ・エル・ウィリアムス（梅原北明，杉井忍訳）『露西亜大革命史』朝香屋
書店，1925年，189ページ。
（48） 20世紀はマルクス主義との格闘の歴史といってよい側面がある。その意味
では，ここで挙げた本では不十分であることは言うまでもない。たとえばシベ
リア抑留に関する書籍はほとんど取り上げていない。シベリア抑留については，
数多くの文献リストがあるが，たとえば，細川実「「シベリア抑留記録」100
冊」『文芸春秋』臨時増刊「読者の手記シベリア強制収容所」1982年，9月，
138ページ，若槻泰雄『シベリア捕虜収容所 ソ連と日本人』下巻，1979年，
サイマル出版会，463477ページ，富田武,長勢了治編『シベリア抑留関係資
料集成』みすず書房，2017年など。また雑誌論文についてもここでは扱って
いない。
（49） 拙稿「ソ連異論派研究序説」『明治大学大学院紀要』政治経済学篇，第22巻，
1985年2月参照，同「CSCEと人権」『明治大学社会科学研究所紀要』第33
巻，第2号，明治大学社会科学研究所，1995年3月参照。
（50） マイケル・フリーマン（高橋宗瑠監訳）『コンセプトとしての人権 その多
角的考察』現代人文社，2016年，47，5051ページ。
（51） サミュエル・ハンチントン（坪郷實，中道寿一，藪野祐三訳）『第三の波：
20世紀後半の民主化』三嶺書房，1995年参照。
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（52）「群島」や「グラーグ」というネーミングがまさに的確だったことも重要で
ある。
（53） たとえば，2004年にピューリッツァー賞を取ったアプルボームの『グラー
グ』も，綿密な取材と新たに公開された膨大な資料を利用しているが，『収容
所群島』の骨格をなぞっているようにみえる（アン・アプルボーム（川上洸訳）
『グラーグ：ソ連集中収容所の歴史』白水社，2006年）。
（54） 前掲『収容所群島』第1巻，247248ページ，第4巻，1976年，392393ペー
ジ。
（55）「以前のあなたは誰にも何をも許そうとしなかった。あなたは容赦なく人々
を批判し，同じように過度に人々を称讃した。今は理解力のある柔和さがあな
たの非原則的な判断の基礎となった。あなたは自分の弱さを知った。だから，
他人の弱さも理解できるようになったのだ。他人の強さにも驚くようになった。
そして，その強さをまねしたい，と望むことができるようになったのである。」
同上，第4巻，385386ページ。
（56） 同上，第5巻，1978年，特に，第5部第1章「死を運命づけられた人びと」，
856ページ。
（57） 前掲『コンセプトとしての人権』61ページ。
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